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審
議
日
程
（
９
月
定
例
会
）

11
日　

開
会

市
長
提
出
議
案
提
案
理
由
説
明

14
日　

個
人
質
問

川
村　

貞
夫
（
新
こ
う
ち
未
来
）

は
た　
　

愛
（
日
本
共
産
党
）

長
尾　

和
明
（
市
民
ク
ラ
ブ
）

竹
内
千
賀
子
（
市
民
ク
ラ
ブ
）

戸
田　

二
郎
（
新
こ
う
ち
未
来
）

18
日

細
木　
　

良
（
日
本
共
産
党
）

清
水
お
さ
む
（
新
風
ク
ラ
ブ
）

西
森　

美
和
（
公　

明　

党
）

平
田　

文
彦
（
新
風
ク
ラ
ブ
）

福
島　
　

明
（
新
こ
う
ち
未
来
）

19
日

田
鍋　
　

剛
（
市
民
ク
ラ
ブ
）

高
橋　

正
志
（
公　

明　

党
）

高
木　
　

妙
（
公　

明　

党
）

下
本　

文
雄
（
日
本
共
産
党
）

20
日

土
居
ひ
さ
し
（
新
こ
う
ち
未
来
）

岡
田　

泰
司
（
日
本
共
産
党
）

寺
内　

憲
資
（
公　

明　

党
）

上
田
貢
太
郎
（
新
こ
う
ち
未
来
）

21
・
24
・
25
日　

常
任
委
員
会

27
日　

委
員
長
報
告　

採
決

人
事
議
案
提
案
理
由
説
明　

採
決

閉
会

自分の命は自分で守る
（潮江中・防災プロジェクトチーム）

　公
助
の
観
点
か
ら
　

	

今
後
ど
の
よ
う
に
津
波
避
難

タ
ワ
ー
等
の
建
設
に
取
り
組
ん
で
い

く
か
聞
く
。

	

本
市
沿
岸
部
に
は
自
然
地
形

の
高
台
や
高
層
階
の
建
物
が
な
く
、

津
波
の
到
達
時
間
が
早
い
と
い
う
、

津
波
避
難
の
困
難
な
区
域
が
あ
り
課

題
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
対
策
の

検
討
に
つ
い
て
は
、
県
が
年
内
に
公

表
予
定
の
第
二
弾
の
詳
細
な
想
定
に

基
づ
く
必
要
が
あ
る
。

　

し
か
し
、
津
波
避
難
対
策
は
早
急

に
進
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
た
め
、

内
閣
府
が
公
表
し
た
津
波
高
等
の
想

定
に
基
づ
き
、
津
波
避
難
困
難
区
域

を
把
握
し
た
基
礎
資
料
を
作
成
し
、

こ
の
秋
ご
ろ
か
ら
順
次
、
沿
岸
部
地

域
の
方
と
具
体
的
な
津
波
避
難
タ
ワ

ー
等
の
建
設
に
つ
い
て
協
議
に
入
り

た
い
。

　

具
体
的
に
協
議
が
進
め
ば
用
地
問

題
が
出
て
く
る
こ
と
か
ら
、
公
共
用

地
や
民
有
地
の
可
能
性
に
つ
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
に
具
体
策
を
検
討
し
て
い

く
。 問答

橋
梁
を
渡
ら
な
い
と
緊
急
避

難
場
所
に
た
ど
り
着
け
な
い
学
校
、

保
育
所
数
を
聞
く
。

公
立
保
育
所
に
つ
い
て
は
２

施
設
で
、
本
年
５
月
の
県
予
測
に
よ

る
津
波
浸
水
区
域
に
立
地
し
て
い
る
。

ま
た
市
立
学
校
に
つ
い
て
は
、
学

校
施
設
外
に
緊
急
避
難
場
所
を
設
定

し
て
い
る
学
校
が
、
現
在
64
校
中
15

校
、
そ
の
う
ち
橋
梁
を
渡
ら
ざ
る
を

得
な
い
学
校
が
５
校
あ
る
。

学
校
や
保
育
所
の
避
難
路
に

架
か
る
橋
梁
の
点
検
や
耐
震
化
の
計

画
に
つ
い
て
聞
く
。

橋
梁
の
耐
震
対
策
に
つ
い
て

は
、
地
震
時
の
避
難
路
や
救
助
、
救

急
医
療
、
消
火
活
動
お
よ
び
避
難
所

へ
の
救
急
物
資
の
輸
送
路
な
ど
重
要

度
の
高
い
橋
梁
に
つ
い
て
、
防
災
計

画
上
の
位
置
付
け
や
利
用
状
況
を
考

慮
し
、
順
次
進
め
て
い
る
。

小
中
学
校
お
よ
び
保
育
所
の
避
難

路
に
架
か
る
橋
梁
18
橋
の
う
ち
、
12

橋
の
橋
梁
健
全
度
点
検
は
実
施
済
み

で
、
残
り
６
橋
は
平
成
25
年
度
を
め

問答問答

ど
に
完
了
予
定
で
あ
る
。

中
で
も
避
難
路
等
、
防
災
上
急
が

れ
る
耐
震
化
調
査
に
つ
い
て
は
、
関

係
機
関
と
連
携
し
て
優
先
的
に
進
め

る
予
定
で
あ
る
。

　共
助
・
自
助
の
観
点
か
ら
　

本
市
の
救
命
講
習
の
取
り
組

み
と
実
績
、
応
急
手
当
て
指
導
員
・

普
及
員
の
状
況
に
つ
い
て
聞
く
。

平
成
７
年
か
ら
、
応
急
手
当

て
の
普
及
啓
発
活
動
の
推
進
に
関
す

る
実
施
要
綱
に
基
づ
き
、
市
民
を
対

象
に
３
時
間
の
普
通
救
命
講
習
と
８

時
間
の
上
級
救
命
講
習
を
実
施
し
、

応
急
手
当
て
に
関
す
る
正
し
い
知
識

と
技
術
の
普
及
に
努
め
て
い
る
。

本
年
８
月
31
日
ま
で
の
17
年
間
で
、

普
通
・
上
級
救
命
講
習
を
合
わ
せ
て

２
０
８
０
回
開
催
し
、
延
べ
３
万
６

２
７
６
人
が
受
講
し
た
。

ま
た
、
応
急
手
当
て
指
導
員
の
資

格
者
は
、
消
防
職
員
で
は
退
職
職
員

を
含
め
４
７
３
人
、
消
防
団
員
で
は

25
人
で
、
合
計
４
９
８
人
。
普
及
員

は
、
事
業
所
の
従
業
員
等
を
中
心
に

15
人
が
資
格
を
有
し
て
い
る
状
況
で

あ
る
。

土
佐
山
、
鏡
、
春
野
が
加
わ

っ
た
こ
と
に
よ
る
救
命
講
習
の
新
た

な
設
定
目
標
に
つ
い
て
聞
く
。

救
命
講
習
の
設
定
目
標
は
、

当
初
６
万
人
を
目
標
と
し
て
取
り
組

ん
で
き
た
。
合
併
に
よ
り
人
口
は
増

加
し
た
が
、
５
人
に
１
人
の
受
講
者

養
成
目
標
を
基
本
に
、
当
面
は
６
万

人
を
前
段
の
目
標
に
位
置
付
け
、
人

口
増
加
に
伴
う
最
終
の
目
標
達
成
に

問答問答

向
け
、
取
り
組
み
を
加
速
し
て
い
く
。

ま
た
、
目
標
達
成
に
は
指
導
員
等

の
確
保
が
不
可
欠
で
あ
る
た
め
、
今

後
も
消
防
職
員
や
消
防
団
員
を
は
じ

め
事
業
所
等
の
協
力
を
得
て
、
講
習

会
等
を
積
極
的
に
開
催
す
る
と
と
も

に
、
応
急
手
当
て
の
重
要
性
を
広
く

市
民
に
周
知
し
、
指
導
員
等
の
養
成

に
努
め
、
早
期
の
目
標
達
成
に
つ
な

げ
て
い
く
。

学
校
現
場
で
の
児
童
・
生
徒

の
救
命
講
習
の
推
進
に
つ
い
て
聞
く
。

子
ど
も
た
ち
が
心
肺
蘇
生
に

関
す
る
技
能
を
身
に
付
け
る
た
め
に

は
、
防
災
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
明

確
な
位
置
付
け
に
よ
る
技
能
講
習
を

行
う
と
と
も
に
、
初
期
段
階
か
ら
正

し
い
技
能
を
身
に
付
け
さ
せ
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。

技
能
講
習
は
、
専
門
的
な
知
識
と

技
能
を
有
す
る
消
防
職
員
等
の
指
導

と
、
併
せ
て
教
職
員
の
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
体
制
が
必
要
で
あ
る
た
め
、
本
年

度
、
全
て
の
小
中
学
校
、
特
別
支
援

学
校
に
防
災
教
育
推
進
教
員
を
位
置

付
け
、
防
災
人
づ
く
り
塾
や
担
当
者

問答

研
修
会
等
に
参
加
す
る
こ
と
で
、
学

校
で
の
防
災
の
中
核
と
な
る
人
材
育

成
に
努
め
て
い
る
。

今
後
、
消
防
局
の
応
急
手
当
て
普

及
員
講
習
の
受
講
等
も
含
め
、
防
災

教
育
に
関
わ
る
人
材
育
成
に
つ
い
て
、

あ
ら
ゆ
る
方
法
を
検
討
し
て
い
く
。

「
公
助
」「
共
助
」「
自
助
」

か
ら
見
る
防
災
・
減
災

　
平
成
24
年
８
月
29
日
、
内
閣
府
の

有
識
者
会
議
か
ら
公
表
さ
れ
た
南
海

ト
ラ
フ
の
巨
大
地
震
に
よ
る
津
波
高

予
想
（
第
二
次
報
告
）
お
よ
び
被
害

想
定
（
第
一
次
報
告
）
は
、
従
前
の

想
定
を
上
回
る
厳
し
い
も
の
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
こ
れ
を
受
け
９
月
定
例
会
で
行
わ

れ
た
防
災
関
連
の
質
問
に
つ
い
て
、

・
公
助　
公
的
な
支
援

・
共
助　
周
り
の
方
と
の
助
け
合
い

・
自
助　
自
分
で
自
分
を
守
る

の
観
点
か
ら
紹
介
し
ま
す
。


